
5 番線 t託を頭上に交差する .

6 干号 線
両腕を左右何度下に延ば
す.

7 番線 右腕を垂水直にあげて左腕
を左方に平に延ばす。

8 番線 左水腕を垂れて，右腕を右
方平に延ばす.

右腕を右方に水右平に延ば
9 苦手 線 して，左延腕を 腕の下約

35度に 1:(す.

10 番線
両腕を左右45度上に延ば
す.

合図の Joc ì白
旗を数体回の急下激方にに左交右差に し
て，開
く。

合図の反覆きを
求める と

右腕を，数右回方上に下水に平動にか延すば。
して

応答合図の違 両院，を数左回右上に下水に平動にか延すば。
った とき して

白色灯を円形に動かす.

白色灯を阿形に動かした
のち，左右に動かす.

白色灯を円形に動かして
から高， 左右に動かしたの
ち， くあげる.

白色灯を円形に動かした
のち，上下に動かす.

白色灯を円形に動かした
のち， 高くあげて小さく
績に録り動かす.

白色灯を左右に動かした
のち，上下に動かす.

赤色灯を円形に動かした
のち，上下に動かす.

交赤色灯と 白色灯とを数回
互に表示する.

赤色灯を左右に動かす。

あいずき

と，押上機関車側にも ~l色灯 l 灯が点灯し(各線に 1 灯)電鈴が

鳴動(共用)して，事11上作業開始を知らせるためのもの。これは

前述の移動禁止合図録を合理化した設備と いえよう。

出発合図器 列車を出発させるとき車掌は手笛の吹鳴ととも

に ， 昼間は片腕を高くあげる。夜間は緑色灯を高く掲げて円形

に動かすこ とにな っているが，この合図の代りに出発合図総を

使用しでもよいことにな っている。サイ

レソ式， 知らせ灯式(電車) ，車内電鈴式

(電車および気動車)とあるが外部に設備

するものはサイレ γ式で，現在使用され

ているものは各地区まちまちであるが，

大別すると いわゆるサイレ ン式とブザー

式があり，写真 2に示すものはブザー式

である。前者は交流式 100 V，後者は交流

式では 100 V，直流王立では 6-4 V の も

ので，合図方式はいずれも長音 l 声であ

る。なお出発合図録を 2 以上の出発線に

11 帯線から 19 番線までの合図は，まず 10 番線の合図を表示 したのち， 対して共用すると きは， 出発線ごとに白

1 番線から 9 番線までの合図を表示する。(三和逮忠) 色灯 1 個を設けて合図器を併用し， 白色 2. 出発合図骨量

あいずき 合図器 (英) sign device 列車運行の迅速化，能

率の向上， 保安の確保等のため，各極信号館苦， 僚穀類のほか合

図装置として用い られるもの。

入換合図器 車両の入換作業の場合，防線やその他のため合

図者からの合図を機関士が認めがたいような場所，あるいはハ

γプ操車場のハンプ作業に合図者の合図を機関士に確実に，か

つ早く認識させるために写其 lのような

ものを用いる。ハンプ用と平面入換用の

2 00類があり ， 表示方式はいずれも白色

灯列式で写真のものはハソプ用のもので

ある。表示方法は使用していないと きは

消灯， 前進は白色垂直 2 灯， 徐々に前進

は上位 3 灯，最徐行で前進は上位 l 灯，

後退は 4 灯，徐々に後退は下位 3 灯，停止

は水平 2 灯をそれぞれ点灯する。なお平

菌剤で突放を行うときは突放合図 として

垂直 2 灯を点滅させる場合がある。ハ γ

プ用灯箱のレンズは外fJ!リに無色 142 mm 

内閣1Iに í!!\色 140mm 外側段付のものを使

用している。平商用ではレ y ズを使用せ

ず， 66mm 無色内面摺 (すり )板ガラスを 1. 入換合図器(-、 γプ制

使用し灯箱は円形背板の中に上下左右各 1 個を配置した栴造と

なっている。 使用電球はいずれも信号電球 30V 40 W を使用 し

ている。

移動禁止合図器 客1型車の検査や修繕， 電車の分割 ・ 併合作

業あるいは列車の到着検査を行 うとき， その車両を移動しては

作業者に危険を与えるので，車両移動の可否を表示するために

使用するもの。表示は移動を禁止するときは赤色灯 11国を点灯，

移動禁止を解除するときは赤色灯を消灯する。なお場合によっ

ては赤色灯を消灯するほか白色灯を一定時分点灯させる場合も

ある。精進はまだ統一されていないのでその後燃は一定してい

ないが，現用のものは着色レ γズまたは板ガラスを使用し， 電

球は信号用A型 30V 40 W または 100V の普通ランプを使用 し

ている。

押上合図器 列車が到着線に到着し，押上線に押上げるため

には，検事掛の検査終了の合図がこないと抑上用の入換標識を

取扱うことができず，入換機識に進路が開通した表示を与え る

一一 3 

灯が点灯した ときその線の列車の出発合図であることを示すよ

うにしている。この白色灯は通常 ， 自動識別際識 と 同じ よ うな

乳白色ガラスのもので，使用電球は 30V 40W の信号電球であ

る。

和JIJJ試験合図器 貨物列車の組成駅で ， 列車を組成し， 出発

線にすえ付けが終ると，列車としての出発検査として，制UH訪担費

者専の試験を行うこ とになっているが，そのときの合図方式 と し

て昼間は腕， 夜間は白色灯の規定による動作をもって行ってい

るが，これらの代りとして制動試験合図様を使用することがあ

る。市l動試験合図録は， 通常電鈴またはサイレンを使用するが，

その多く は電鈴式のもので合図方式は， 制限U試験開始は長音 l

打短音 2 打長音 1 打， 市l鼓I後緊締は長音 1 打，制動機緩解は長

音 2 打， 制j動機試験終了は長音 3 打，合図取消は短音数打とな

っている。なお伽U !lìiJ試験合図器の電源は交流式では 100 V ， 直

流式では 10 Vのものが多い。

流下合図器 特殊なも ので国鉄においては室蘭港のカ ー ダソ

パ装置の指令合図片j として使用されていて，船積する石炭償]!i

を敏速かつ安全に輸送するための設備である。指令灯， 番線灯

および車両数灯から成り ，使用していないときは全部消灯して

いる。石炭車は石炭線群に収容されるとハンプにより流下され，

ミュ ー ノレ(積率押上機)に歪 り，これよりカーダソパ(積率回転

後)にかけられるのであるが， 流下合図禄は石炭線群よりミュ

ーノレに至る までの燥:ï!íに使用する。車両数灯は各石炭線ごとに

緑色， 燈黄色番号表示のもの各 l 側，番線灯は左右の石炭線若手

ごとに各 l 畿で計 2 機， 指令灯はこれらの前方に 1 機が設けら

れており ，指令者がハ ンプ信号扱所で操作すると，まず流下さ

せる番線の車両灯に流下させる車両の数が緑色または壁黄色で

表示され， つぎに番線灯に流下させる番線数が緑色または燈黄

色で表示され， さらに指令灯に緑色または燈黄色が表示される。

色表示の意味は指令灯の色表示に よ り同色の表示のものが作業

を開始できること を;怠味している。石炭司王の流下が開始され，

車両が指令灯を通過すると ， 指令灯は赤色点灯し， さらにミ ュ

ールに達すると消灯し ， 流下合図器の合図は終了する。 なお流

下合図器の制御電源は直流 24 V でおもな継電器は交換機用の

ものを使用している。指令灯は三位色灯式信号様被構のもので

緑， ~'1竜， 赤色の 3 レソズを有し， 電球は 30 V 40 W，番線灯

は番号表示諒 2 個を総合わせたようなもので緑， 笹黄色の二位




